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施
5
い
四
月
一
日
時
点
で

i"＂”―

「
シ
―
―
ア
大
学
」
農

miil"[mm胃[-

累
選
考
す
る
。
募
集
定
員
明
書
を
出
す
方
針
。
一

来
春
‘
団
塊
向
け
本
格
講
座
ば
。
い
此
狂
知
闘
廷
讀
江

甕
―
ら
外
部
か
ら
も
起
用
す
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
内
、
授
日
―
+
＝
-
＿
万
円
な
学
で
き
な
か
っ
た
り
、
大
学

ど
計
三
十
三
万
円
。
十
二
月
に
進
ん
で
も
余
裕
を
持
っ
て

立
教
大
学
は
来
年
度
か
ら
、
団
塊
世
代
向
け
に
ピ
ジ

る
ほ
か
、
立
整
＾
の
専
任
教
受
鵬
は
一
年
閾
の
「
本
税
」

浸
陣
も
疇
義
を
受
●
持
つ
。
が
基
本
だ
が
、
さ
ら
に
専
門
上
旬
か
ら
募
集
を
始
め
、
来
研
究
に
取
り
組
め
な
か
っ
た

ネ
ス
な
ど
を
学
べ
る
専
門
講
座
を
開
設
す
る
。
・
ゼ
ミ
に

爾
圃
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
的
に
学
び
た
い
人
向
け
に
も
年
二
月
下
旬
に
書
類
奮
査
・

・
り
し
た
人
も
い
る
は
ず
。
こ

蔦
し
た
り
、
履
庭
●
に
も
書
き
込
め
る
「
履
修
証
明
」

ジ
窟
民
甕
座
と
異
な
り

‘
_
2年
問
の
「
専
嚢
ぷ
璽
を
実
施
す
る
。
＿
つ
し
た
シ
ニ
ア
層
に
質
の
高

を
出
し
た
り
と
、
最
畏
二
年
間
受
疇
で
き
る
本
絡
的
な

ー
全
員
参
加
の
ゼ
ミ
も
設
定
す
男
晃
仕
事
を
続
け
て
い
る

・`
文
部
科
学
省
は
大
学
の
公
い
教
養
教
育
の
場
を
提
供
し

講
座
と
す
る
。
大
学
紛
争
な
ど
で
満
足
な
キ
ャ
ン
て
ス

ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
団
塊
世
代
に
、
る
。
一
般
の
学
生
に
交
じ
っ
人
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
輝
開
講
座
な
ど
、
識
義
時
問
数
た
い
」
（
笠
原
清
志
教
授
）

お
金
や
時
同
に
余
裕
の
で
き
た
定
年
後
を
豊
か
に
迎
え
て
、
正
親
の
学
郎
墜
翌
受
義
は
夜
閲
や
土
疇
日
に
も
実
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
と
し
て
い
る
。

て
も
ら
お
う
と
の
狙
い
だ
。

＿

こ
う
し
た
シ
ニ
ア
雇
な
ど
争
も
激
し
く
な
り
そ
う
だ
。

，

を
対
象
と
し
た
大
学
の
八
土
E

、
名
称
は
「
立
教
セ
カ
ン
ド

．

形
式
の
疇
座
は
年
々
増
加
し
ス
テ
ー
ジ
大
学
」
。
二
0
0

て
い
る
。
少
子
化
で
学
生
の
八
年
四
月
か
ら
東
京
都
豊
島

・

確
保
が
難
し
く
な
る
一
方
、
区
の
立
教
大
池
袋
キ
ャ
ン
パ

シ
ニ
ア
を
巡
癸
学
閻
の
競
ス
内
に
懇
殴
す
る
。
高
齢
化

．．
 i
-

社
会
や
、
地

[

直

賣
立癸、


